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(意訳) 大ぜいの人々に支持 されないからといって、自分の意見を軽々しく変えてはな

らない。 自分の意見にこだわるあま り、他人の意見を無視 してはならない。小 さな私的

な恩恵を売つて、人類全体や国全体など対局の判断を見失つてはならない。世論やマス

コミなどの力を借 りて、個人的な腹いせをしてはならない。

(余説) どれ もが人間学の至言です。‐ と二は相矛盾 してお り、難 しいことを求めてい
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し真す。それが儒教の中庸、仏教の中道、

に体 を傷 るJ例 は、政治家や官僚な どが小 さ

な利益に目がくらんで大局を誤 り、国益を損な うこともあ り、要注意です。そのような
ことは決 して してほしくないものです。また、最近ではインターネ ッ トの匿名性を悪用
して、特定の個人を誹謗中傷・攻撃するような新たな問題 も起きています。

(参考とょ霙ぶ義鶴「難ぜかとして天に任す。
議然 として人に接する。
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確亀まして自ら弯夢しむ。
泰然 として難に虎するJ

燃
鯵
即

諄は』
一一
畿

兄
　

　ヽ
ヽ

ヽ
く

ば

孝

べ

わ

は

る
鴻
懐

子

な

を

ヽ
く

恩

慈

如

は

は

の

者

父

此

る

に

く

２
と も ま  さ

、

　

４
Ｔ
な

ル

ナ

す

滞
瀞
てヽ

〓り。鵜
一

隊

釉

恥
燎

恭

Ｑ
』

ぼ
獅
夕

し路

凱
劇

れ

）
鋼
堤ち

(意訳)親 は子を慈しみ、子は親に孝養をつくす。兄は弟をいたわり、弟は兄をうやま

う。これは肉親 としてきわめて当然の情愛である。たとえこれらのことが理想的な状態
で行われたにしても、感謝したり感謝されたりする筋合いのものではない。もし、その

ことで恩着せがましい態度をとったり、施 しを受けたという意識を抱いたならば、それ
は他人同士の関係となり、利益関係で成 り立つ世間的な商取引きと変わりがない。

(余説) 肉親の間に生ずる細やかな情愛は、動物として本能的なものであろうと思いま

す。「恩」とは、ギブ・アン ド・テイクの関係に立脚するものですが、親が子を育てるの

は「無償」の行為です。もつとも昨今ではそれが疑われるような悲惨な事件も起きてい

ます。当然ながら「兄弟は他人の始まり」というように、そこには濃淡の差はあります。
儒教では、親子関係が君巨など他のすべての関係に優先させます。

私たちはともすると「あんなに○○してやつたのに」と考えがちです。ここから学ぶ
べきは、感謝される側ではなく、感謝の念を示すべき側の心得です。

現今の世情から見ると、人も組織も国も、ともすれば自己中心的になりがちな要素を

その内に秘めているのが現実であると思わざるを得ません。

(参考)礼記 (ネL運)「父は慈、子は孝、兄は良、弟は弟」
五倫の教え「父子親有 り、君臣義有 り、夫婦別有 り、長幼序有 り、朋友信有り」
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(意訳)人情の暖かさや冷たさがころりと変わ り
渡すいの

繁、金持ちで身分の高い者の方
が、貧乏で身分が低い者 よりも激 しい。また、妬む心や嫉む心は、肉親への場合がアカ
の他人への場合 よりもひ どくなる。 このことを常に心に置いて、冷静で穏やかな心をも
つて当た らないと、毎 日を苦 しみ と煩わ しさの中で過 ごさねばならなくなるだろ う。

(余説)こ の論に納得できる現実も少なからずあ りますが、中国春秋の管仲め言葉 「衣食
足 りて礼節を知る」や 「貧すれば鈍する」のように、貧賤の人が必ず しも清 く正 しくも
ないのは

、た世界の
塩

況や歴史上の事実で感 じられます。
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ろな感情の中で一番厄介だと言われます。昔、母から薩摩弁で 「しょのんごろ (よ

く嫉む者)は見苦 しかもんじゃっど」 と戒められたもので した。人は、相手の幸福度が

上がると相対的に自分の価値が下がると錯覚するものなので しょうか。そのような戒め

を念頭に置いて、そ うならないように日頃か ら気をつけたいものです。
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(意訳)自 分を反省する者にとっては、体験することのすべてが自分 自身にとつて良薬 と

なるが、人の失敗を責めてとがめる者は、心を動かすたびにそれが自分を傷つける凶器
となる。前者は諸々の善行を積む道を開 くが、後者は様々な悪事を重ねる源を深 くする
ことになる。両者には天地雲泥ほどの差がある。

(余説)何かにつけて、まず 自分を厳 しく省みる人 と、他者のアラや欠点を探そ うとする

人 との違いが天地雲泥ほどの差を生 じさせるとすれば事は重大です。

裏弩
平人郎元帥や多 くの皇族・大臣・実業家が人生Q源 と仰いだ中村天風は、その著

“叡智のひびき (講談社)"で 「内省検討 とい
η、桑

とは 須 く我執を離れて行 うべ し。そ

うしないと往々独善ll鯨
勇。 (155p)」 「何人 と雖 も反省を人に強いる権利はない。反省

とい うのは自分 自身を 粛 やかに為すべきものである。 (161p)」 と書いています。

己を省みるとい うことも、とかく自分本位にな りやす く、実際はなかなか難 しいもの

だと思われます。評諭家の小林秀雄は 「教養 とは、反省である」 と言い切つているよう

ですが、まず 自らを反省 してみる習慣を心の漢方薬に したいものです。

(参考) 霧石趣(183句 )哺轟露藁棒、感馨ギ将、自讐箕讐、匙誓萩装」
(あ りとある 悪を作 さず あ りとある 善きことは 身をもつて行い

おのれの心を 清めんこそ 諸仏のみ教えな り)

道元・正法眼蔵 (画餅。93p)「諸悪莫作、衆 亀釘篠ξ
こ
客 と道取するがごとし」

マタイによる福音書 (7-1)「 人を是非することなかれ、さらば汝 らも是非せ られ じ」
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